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【技術分類】 ３－２－１ 信号処理／最適ビーム形成（指導原理）／MMSE（Minimum Mean Sqaure 
Error） 

【 ＦＩ 】 H01Q3/26，H01Q3/26@C，H04B7/26@B，H04B7/005 
【技術名称】 ３－２－１－１ MMSE 
 
【技術内容】 

MMSE（Minimum Mean Square Error）は、参照信号と呼ばれる所望波のレプリカとアレー出力の差

（誤差信号）が最小となるようにウェイトを決定する方式である。参照信号は、理想的には所望波そ

のものであるが、必要とされる条件は、所望波と同じ波形ということではなく、所望波との相関が高

く妨害波との相関が低いということである。 
参照信号の生成方法として、例えば、所望波が搬送波を含む振幅変調波の場合には、搬送波を参照

信号とすることができる。また、受信側で既知な波形のパイロット信号を所望波が含んでいる場合に

は、パイロット信号を再生して参照信号として利用することができる。さらに、TDMA 方式の場合に

は、各バーストにビットパターンが既知のトレーニング信号を挿入しておき、これを参照することも

可能である。 
スペクトル拡散通信系の場合には、希望信号は逆拡散で元の波形が復元されるのに対し、干渉波は

著しく異なる波形となる。すなわち、逆拡散出力は希望波と相関が高く、干渉波と相関が低いという

参照信号の条件を満たすことになる。 
 

【図】 
  図 1 MMSE アダプティブアレーアンテナの一般的構成 
 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典： 調査実施機関で作成 
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